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(57)【要約】
【課題】短時間且つ高精度に表示装置のキャリブレーシ
ョンを行うことができる技術を提供する。
【解決手段】本発明の校正装置は、表示装置のキャリブ
レーションを実行する校正装置であって、複数のキャリ
ブレーション用画像のそれぞれについて、そのキャリブ
レーション用画像の特徴量が、特徴量の取り得る範囲を
構成する複数の部分範囲のうちのいずれに属すかを判断
する判断手段と、特徴量が属すと判断された部分範囲が
互いに等しい２つ以上のキャリブレーション用画像を前
記表示装置に同時に表示させる表示手段と、前記キャリ
ブレーション用画像の表示輝度と表示色の少なくとも一
方を表す測定値であるキャリブレーション用測定値を取
得する取得手段と、前記取得手段で取得された前記キャ
リブレーション用測定値に基づいて、前記表示装置のキ
ャリブレーションを実行する校正手段と、
を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置のキャリブレーションを実行する校正装置であって、
　複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについて、そのキャリブレーション用画像
の特徴量が、特徴量の取り得る範囲を構成する複数の部分範囲のうちのいずれに属すかを
判断する判断手段と、
　特徴量が属すと判断された部分範囲が互いに等しい２つ以上のキャリブレーション用画
像を前記表示装置に同時に表示させる表示手段と、
　前記キャリブレーション用画像の表示輝度と表示色の少なくとも一方を表す測定値であ
るキャリブレーション用測定値を取得する取得手段と、
　前記取得手段で取得された前記キャリブレーション用測定値に基づいて、前記表示装置
のキャリブレーションを実行する校正手段と、
を有することを特徴とする校正装置。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記部分範囲毎に、特徴量がその部分範囲に属すと判断された２つ以
上のキャリブレーション用画像を前記表示装置に表示させる
ことを特徴とする請求項１に記載の校正装置。
【請求項３】
　前記複数の部分範囲として特徴量の取り得る範囲を構成する複数の第１部分範囲を用い
て、キャリブレーション用画像の特徴量が属す部分範囲を判断する判断処理、キャリブレ
ーション用画像を前記表示装置に表示させる表示処理、及び、キャリブレーション用測定
値を取得する取得処理が実行され、
　前記複数の第１部分範囲を用いた場合の表示処理では、特徴量が属すと判断された第１
部分範囲が互いに等しい２つ以上の第１キャリブレーション用画像と第１階調値の画像と
が、前記表示装置に同時に表示させられ、
　前記校正装置は、前記第１階調値の画像の測定値を取得する第１取得手段をさらに有し
、
　前記複数の第１部分範囲の間の前記第１階調値の測定値のばらつき度合いが閾値未満の
場合には、前記校正手段は、前記複数の第１部分範囲を用いた場合の取得処理で取得され
たキャリブレーション用測定値を用いて前記キャリブレーションを実行し、
　前記複数の第１部分範囲の間の前記第１階調値の測定値のばらつき度合いが前記閾値以
上の場合には、前記複数の部分範囲として、特徴量の取り得る範囲を構成し、且つ、複数
の第１部分範囲よりも数が多い複数の第２部分範囲を用いて、前記判断処理、前記制御処
理、及び、前記取得処理が再度実行され、前記校正手段は、前記複数の第２部分範囲を用
いた場合の取得処理で取得されたキャリブレーション用測定値を用いて前記キャリブレー
ションを実行する
ことを特徴とする請求項２に記載の校正装置。
【請求項４】
　前記複数の第１部分範囲を用いた場合の制御処理では、前記複数の第１部分範囲の間で
前記第１階調値の画像の表示位置が互いに等しくなるように、前記第１階調値の画像が前
記表示装置に表示させられる
ことを特徴とする請求項３に記載の校正装置。
【請求項５】
　前記複数の第１部分範囲が使用される場合には、前記複数のキャリブレーション用画像
として、複数の第１キャリブレーション用画像が使用され、
　前記複数の第２部分範囲が使用される場合には、前記複数のキャリブレーション用画像
として、前記複数の第１キャリブレーション用画像よりも数が多い複数の第２キャリブレ
ーション用画像が使用される
ことを特徴とする請求項３または４に記載の校正装置。
【請求項６】



(3) JP 2015-158626 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

　前記特徴量は、表示輝度、表示色、または、表示輝度と表示色の組み合わせであり、
　前記校正装置は、前記キャリブレーション用画像毎に、そのキャリブレーション用画像
の階調値と前記表示装置の表示特性とに基づいて、当該キャリブレーション用画像の表示
輝度と表示色の少なくとも一方を推定する推定手段をさらに有し、
　前記判断手段は、前記推定手段の推定値が前記複数の部分範囲のうちのいずれに属すか
を判断する
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の校正装置。
【請求項７】
　前記推定手段は、前記キャリブレーション用画像の階調値と前記表示装置の表示特性の
目標値とに基づいて、当該キャリブレーション用画像の表示輝度と表示色の少なくとも一
方を推定する
ことを特徴とする請求項６に記載の校正装置。
【請求項８】
　前記表示手段は、前記第２階調値の画像を前記表示装置に表示させる第１処理、及び、
前記第２階調値の画像と第３階調値の画像とを前記表示装置に同時に表示させる第２処理
、を順に行い、
　前記校正装置は、前記第２階調値の画像の測定値を取得する第２取得手段をさらに有し
、
　前記第２処理で表示された第２階調値の測定値に対する前記第１処理で表示された第２
階調値の測定値のずれ度合いが閾値以下である場合に、前記表示手段は、全てのキャリブ
レーション用画像を前記表示装置に同時に表示させる
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の校正装置。
【請求項９】
　前記第３階調値の画像は、前記第２階調値の画像よりも明るい
ことを特徴とする請求項８に記載の校正装置。
【請求項１０】
　前記第２階調値は黒色に対応する階調値であり、前記第３階調値は白色に対応する階調
値である
ことを特徴とする請求項８または９に記載の校正装置。
【請求項１１】
　前記表示手段は、キャリブレーション用画像の輝度が高いほど小さい面積でキャリブレ
ーション用画像が表示されるように、前記２つ以上のキャリブレーション用画像を前記表
示装置に同時に表示させる
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の校正装置。
【請求項１２】
　前記２つ以上のキャリブレーション用画像の間で、キャリブレーション用画像の輝度に
キャリブレーション用画像の面積を乗算した値が互いに等しくなるように、前記２つ以上
のキャリブレーション用画像のそれぞれの面積を決定する決定手段をさらに有し、
　前記表示手段は、キャリブレーション用画像が前記決定手段で決定された面積で表示さ
れるように、前記２つ以上のキャリブレーション用画像を前記表示装置に同時に表示させ
る
ことを特徴とする請求項１１に記載の校正装置。
【請求項１３】
　表示装置の校正方法であって、
　複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについて、そのキャリブレーション用画像
の特徴量が、特徴量の取り得る範囲を構成する複数の部分範囲のうちのいずれに属すかを
判断する判断ステップと、
　特徴量が属すと判断された部分範囲が互いに等しい２つ以上のキャリブレーション用画
像を前記表示装置に同時に表示させる表示ステップと、
　前記キャリブレーション用画像の表示輝度と表示色の少なくとも一方を表す測定値であ
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るキャリブレーション用測定値を取得する取得ステップと、
　前記取得ステップで取得された前記キャリブレーション用測定値に基づいて、前記表示
装置のキャリブレーションを実行する校正ステップと、
を有することを特徴とする校正方法。
【請求項１４】
　前記表示ステップでは、前記部分範囲毎に、特徴量がその部分範囲に属すと判断された
２つ以上のキャリブレーション用画像を前記表示装置に表示させる
ことを特徴とする請求項１３に記載の校正方法。
【請求項１５】
　前記複数の部分範囲として特徴量の取り得る範囲を構成する複数の第１部分範囲を用い
て、キャリブレーション用画像の特徴量が属す部分範囲を判断する判断処理、キャリブレ
ーション用画像を前記表示装置に表示させる表示処理、及び、キャリブレーション用測定
値を取得する取得処理が実行され、
　前記複数の第１部分範囲を用いた場合の表示処理では、特徴量が属すと判断された第１
部分範囲が互いに等しい２つ以上の第１キャリブレーション用画像と第１階調値の画像と
が、前記表示装置に同時に表示させられ、
　前記校正方法は、前記第１階調値の画像の測定値を取得する第１取得ステップをさらに
有し、
　前記複数の第１部分範囲の間の前記第１階調値の測定値のばらつき度合いが閾値未満の
場合には、前記校正ステップでは、前記複数の第１部分範囲を用いた場合の取得処理で取
得されたキャリブレーション用測定値を用いて前記キャリブレーションを実行し、
　前記複数の第１部分範囲の間の前記第１階調値の測定値のばらつき度合いが前記閾値以
上の場合には、前記複数の部分範囲として、特徴量の取り得る範囲を構成し、且つ、複数
の第１部分範囲よりも数が多い複数の第２部分範囲を用いて、前記判断処理、前記制御処
理、及び、前記取得処理が再度実行され、前記校正ステップでは、前記複数の第２部分範
囲を用いた場合の取得処理で取得されたキャリブレーション用測定値を用いて前記キャリ
ブレーションを実行する
ことを特徴とする請求項１４に記載の校正方法。
【請求項１６】
　前記複数の第１部分範囲を用いた場合の制御処理では、前記複数の第１部分範囲の間で
前記第１階調値の画像の表示位置が互いに等しくなるように、前記第１階調値の画像が前
記表示装置に表示させられる
ことを特徴とする請求項１５に記載の校正方法。
【請求項１７】
　前記複数の第１部分範囲が使用される場合には、前記複数のキャリブレーション用画像
として、複数の第１キャリブレーション用画像が使用され、
　前記複数の第２部分範囲が使用される場合には、前記複数のキャリブレーション用画像
として、前記複数の第１キャリブレーション用画像よりも数が多い複数の第２キャリブレ
ーション用画像が使用される
ことを特徴とする請求項１５または１６に記載の校正方法。
【請求項１８】
　前記特徴量は、表示輝度、表示色、または、表示輝度と表示色の組み合わせであり、
　前記校正方法は、前記キャリブレーション用画像毎に、そのキャリブレーション用画像
の階調値と前記表示装置の表示特性とに基づいて、当該キャリブレーション用画像の表示
輝度と表示色の少なくとも一方を推定する推定ステップをさらに有し、
　前記判断ステップでは、前記推定ステップの推定値が前記複数の部分範囲のうちのいず
れに属すかを判断する
ことを特徴とする請求項１３～１７のいずれか１項に記載の校正方法。
【請求項１９】
　前記推定ステップでは、前記キャリブレーション用画像の階調値と前記表示装置の表示
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特性の目標値とに基づいて、当該キャリブレーション用画像の表示輝度と表示色の少なく
とも一方を推定する
ことを特徴とする請求項１８に記載の校正方法。
【請求項２０】
　前記表示ステップでは、前記第２階調値の画像を前記表示装置に表示させる第１処理、
及び、前記第２階調値の画像と第３階調値の画像とを前記表示装置に同時に表示させる第
２処理、を順に行い、
　前記校正方法は、前記第２階調値の画像の測定値を取得する第２取得ステップをさらに
有し、
　前記第２処理で表示された第２階調値の測定値に対する前記第１処理で表示された第２
階調値の測定値のずれ度合いが閾値以下である場合に、前記表示ステップは、全てのキャ
リブレーション用画像を前記表示装置に同時に表示させる
ことを特徴とする請求項１３～１９のいずれか１項に記載の校正方法。
【請求項２１】
　前記第３階調値の画像は、前記第２階調値の画像よりも明るい
ことを特徴とする請求項２０に記載の校正方法。
【請求項２２】
　前記第２階調値は黒色に対応する階調値であり、前記第３階調値は白色に対応する階調
値である
ことを特徴とする請求項２０または２１に記載の校正方法。
【請求項２３】
　前記表示ステップでは、キャリブレーション用画像の輝度が高いほど小さい面積でキャ
リブレーション用画像が表示されるように、前記２つ以上のキャリブレーション用画像を
前記表示装置に同時に表示させる
ことを特徴とする請求項１３～２２のいずれか１項に記載の校正方法。
【請求項２４】
　前記２つ以上のキャリブレーション用画像の間で、キャリブレーション用画像の輝度に
キャリブレーション用画像の面積を乗算した値が互いに等しくなるように、前記２つ以上
のキャリブレーション用画像のそれぞれの面積を決定する決定ステップをさらに有し、
　前記表示ステップでは、キャリブレーション用画像が前記決定ステップで決定された面
積で表示されるように、前記２つ以上のキャリブレーション用画像を前記表示装置に同時
に表示させる
ことを特徴とする請求項２３に記載の校正方法。
【請求項２５】
　請求項１３～２４のいずれか１項に記載の校正方法の各ステップをコンピュータに実行
させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、校正装置、校正方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置の高画質化が進んでおり、表示デバイスの安定性、及び、高精度な色再
現に対するユーザの要求レベルが日々高まっている。
　しかしながら、表示装置の色再現性は、表示素子の経年劣化等により変化してしまう。
常に安定した色再現性を実現するためには、表示装置のキャリブレーションを定期的に行
う必要がある。
【０００３】
　キャリブレーションに関する従来技術は、例えば、特許文献１，２に開示されている。
　特許文献１に開示の技術では、表示装置の画面にパッチ画像が表示される。そして、ユ
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ーザが光学センサを用いて測定したパッチ画像の表示輝度（画面上の輝度）と表示色（画
面上の色）に基づいて、表示画像（画面に表示された画像）の画質が調整される。
　特許文献２に開示の技術では、表示装置の画面に複数のパッチ画像が同時に表示される
。そして、デジタルカメラ等の撮像装置で画面（複数のパッチ画像）が撮像され、複数の
パッチ画像の撮像結果に基づいて表示画像の画質が調整される。特許文献２に開示の技術
では、複数のパッチ画像の測定値が一度に取得できるため、短時間でキャリブレーション
を実行することができる。
【０００４】
　しかしながら、画面に複数のパッチ画像を同時に表示すると、パッチ画像Ａから発せら
れた光が、表示装置の周囲の壁等に反射して、他のパッチ画像Ｂの領域に照射されてしま
う。その結果、パッチ画像Ａから発せられ表示装置の周囲の壁等で反射した反射光によっ
て、パッチ画像Ｂの表示輝度や表示色が変化してしまい、キャリブレーションの精度が低
下してしまう。具体的には、パッチ画像Ｂの測定値が反射光の影響を受け、反射光の影響
を受けた測定値に基づいてキャリブレーションが行われるため、キャリブレーションの精
度が低下してしまう。
【０００５】
　上述した反射光の影響について、図９を用いて説明する。
　図９は、表示装置の画面に４つのパッチ画像を同時に表示した場合の例を示す。符号４
０１は表示装置、符号４０２はパッチ画像、符号４０３は撮像装置を示す。
　図９に示すように、表示装置４０１の画面に高輝度～低輝度の複数のパッチ画像４０２
を同時に表示したとする。この場合、図９の矢印で示すように、高輝度パッチ画像からの
光が表示装置４０１の周囲の壁（部屋の壁）に反射し、反射光が低輝度パッチ画像に照射
されてしまう。その結果、低輝度パッチ画像の表示輝度が反射光によって高められ、低輝
度パッチ画像の測定値が変化してしまう。
　また、第１の色のパッチ画像Ｃと第１の色と大きく異なる第２の色のパッチ画像Ｄとを
含む複数のパッチ画像４０２を画面に同時に表示した場合には、パッチ画像Ｃからの光が
表示装置４０１の周囲の壁に反射し、反射光がパッチ画像Ｄに照射されてしまう。その結
果、パッチ画像Ｄの表示色が反射光によって第１の色に近づけられ、低輝度パッチの測定
値が変化してしまう。
　そして、反射光の影響を受けたパッチ画像が撮像装置４０３によって撮像され、反射光
の影響を受けた撮像結果に基づいてキャリブレーションが行われるため、キャリブレーシ
ョンの精度が低下してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２０９２３０号公報
【特許文献２】特開２００７－２０８６２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、短時間且つ高精度に表示装置のキャリブレーションを行うことができる技術
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の態様は、
　表示装置のキャリブレーションを実行する校正装置であって、
　複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについて、そのキャリブレーション用画像
の特徴量が、特徴量の取り得る範囲を構成する複数の部分範囲のうちのいずれに属すかを
判断する判断手段と、
　特徴量が属すと判断された部分範囲が互いに等しい２つ以上のキャリブレーション用画
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像を前記表示装置に同時に表示させる表示手段と、
　前記キャリブレーション用画像の表示輝度と表示色の少なくとも一方を表す測定値であ
るキャリブレーション用測定値を取得する取得手段と、
　前記取得手段で取得された前記キャリブレーション用測定値に基づいて、前記表示装置
のキャリブレーションを実行する校正手段と、
を有することを特徴とする校正装置である。
【０００９】
　本発明の第２の態様は、
　表示装置の校正方法であって、
　複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについて、そのキャリブレーション用画像
の特徴量が、特徴量の取り得る範囲を構成する複数の部分範囲のうちのいずれに属すかを
判断する判断ステップと、
　特徴量が属すと判断された部分範囲が互いに等しい２つ以上のキャリブレーション用画
像を前記表示装置に同時に表示させる表示ステップと、
　前記キャリブレーション用画像の表示輝度と表示色の少なくとも一方を表す測定値であ
るキャリブレーション用測定値を取得する取得ステップと、
　前記取得ステップで取得された前記キャリブレーション用測定値に基づいて、前記表示
装置のキャリブレーションを実行する校正ステップと、
を有することを特徴とする校正方法である。
【００１０】
　本発明の第３の態様は、上記校正方法の各ステップをコンピュータに実行させることを
特徴とするプログラム。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、短時間且つ高精度に表示装置のキャリブレーションを行うことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１に係る校正システムの一例を示すブロック図
【図２】実施例１に係る表示装置と撮像装置の配置の一例を示す図
【図３】実施例１に係るパッチ画像の表示方法の一例を示す図
【図４】実施例２に係る校正システムの一例を示すブロック図
【図５】実施例２に第１処理と第２処理で表示される画像の一例を示す図
【図６】実施例２に係るパッチ画像の表示方法の一例を示す図
【図７】実施例３に係る校正システムの一例を示すブロック図
【図８】実施例３に係るパッチ画像の表示方法の一例を示す図
【図９】従来技術で生じる課題を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　＜実施例１＞
　以下、本発明の実施例１に係る校正装置及び校正方法について、図面を用いて説明する
。本実施例に係る校正装置は、表示装置のキャリブレーションを実行する装置である。
【００１４】
　図１は、本実施例に係る校正システム１００の一例を示すブロック図である。
　図１に示すように、校正システム１００は、校正装置２００、表示装置３００、撮像装
置４００、等を有する。
　表示装置３００は、入力された画像（画像データ）を表示する装置である。液晶表示装
置、プラズマ表示装置、有機ＥＬ表示装置、等を表示装置３００として使用することがで
きる。
　撮像装置４００は、撮像を行い、撮像結果を出力する装置である。本実施例では、撮像
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装置４００は、表示装置３００の画面全体が撮像されるように配置されている。光（光の
輝度や色）を検出することのできる装置を、撮像装置４００として使用することができる
。例えば、光センサ、デジタルカメラ、等を撮像装置４００として使用することができる
。
　校正装置２００は、目標値取得部２０１、パッチ階調値記憶部２０２、パッチ特徴取得
部２０３、パッチ判断部２０４、パッチ表示部２０５、校正部２０６、等を有する。
　なお、本実施例では、校正装置２００が表示装置３００及び撮像装置４００とは別体の
装置である場合の例を説明するが、校正装置２００は、表示装置３００である表示部と撮
像装置４００である撮像部とを有していてもよい。
【００１５】
　目標値取得部２０１は、キャリブレーションの目標値を取得する。目標値は、例えば、
表示装置３００の表示特性の目標値である。本実施例では、最大階調値に対応する表示輝
度（画面上の輝度）の目標値とガンマ値の目標値とが、取得される。最大階調値は、白色
に対応する階調値である。
　なお、目標値は上述した値（最大階調値に対応する表示輝度の目標値とガンマ値の目標
値）に限らない。例えば、複数の階調値のそれぞれについて、その階調値に対応する表示
輝度の目標値が取得されてもよい。また、キャリブレーションで使用される画像（キャリ
ブレーション用画像）が予め定められている場合には、キャリブレーション用画像毎に、
そのキャリブレーション用画像に対応する表示輝度の目標値が取得されてもよい。
　なお、目標値の取得方法は特に限定されない。例えば、ユーザが目標値を入力してもよ
いし、外部装置から目標値が取得されてもよい。校正装置２００が、表示装置３００の設
置環境、使用目的、等に応じて目標値を決定してもよい。また、目標値は予め定められて
いてもよい。
【００１６】
　パッチ階調値記憶部２０２は、キャリブレーション用画像の階調値（画素値）が予め記
録された記憶部である。本実施例では、階調値が均一のパッチ画像がキャリブレーション
用画像として使用される。パッチ階調値記憶部２０２には、複数のパッチ画像に対応する
複数の階調値が予め記録されている。半導体メモリ、磁気ディスク、光ディスク、等をパ
ッチ階調値記憶部２０２として使用することができる。
　なお、パッチ画像の階調値は予め定められていなくてもよい。例えば、ユーザがパッチ
画像の階調値を入力してもよいし、パッチ画像の階調値が外部装置から取得されてもよい
。校正装置２００が、表示装置３００の設置環境、使用目的、等に応じてパッチ画像の階
調値を決定してもよい。
　なお、キャリブレーション用画像はパッチ画像に限らない。例えば、キャリブレーショ
ン用画像は、アイコン、イラスト、等であってもよい。キャリブレーション用画像が複数
の階調値を有する場合には、キャリブレーション用画像の階調値ではなく、キャリブレー
ション用画像そのものを予め記録すればよい。
【００１７】
　パッチ特徴取得部２０３は、複数のパッチ画像のそれぞれについて、パッチ画像の特徴
量を取得する。本実施例では、パッチ特徴取得部２０３は、表示装置３００の表示特性と
パッチ画像の階調値とに基づいて、パッチ画像の表示輝度を特徴量として取得する。換言
すれば、パッチ特徴取得部２０３は、表示装置３００の表示特性とパッチ画像の階調値と
に基づいて、パッチ画像の表示輝度を推定する。具体的には、パッチ特徴取得部２０３は
、表示装置３００の表示特性の目標値とパッチ画像の階調値とに基づいて、パッチ画像の
表示輝度を推定する。
　なお、特徴量は表示輝度に限らない。例えば、特徴量は、表示色（画面上の色）、表示
輝度と表示色の組み合わせ、キャリブレーション用画像の階調値、キャリブレーション用
画像の階調値の代表値、等であってもよい。表示色は、表示特性の目標値とパッチ画像の
階調値とから推定することができる。代表値は、最大値、最小値、平均値、最頻値、中間
値、等である。
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　なお、表示特性の目標値の代わりに現在の表示特性を使用して、表示輝度と表示色の少
なくとも一方が推定されてもよい。
【００１８】
　パッチ判断部２０４は、複数のパッチ画像のそれぞれについて、そのパッチ画像の特徴
量（本実施例では表示輝度の推定値）が、特徴量の取り得る範囲を構成する複数の部分範
囲のうちのいずれに属すかを判断する。本実施例では、複数の部分範囲が予め定められて
いるものとする。
　なお、複数の部分範囲は予め定められていなくてもよい。例えば、ユーザや外部装置が
複数の部分範囲を決定してもよいし、校正装置２００が、表示装置３００の設置環境、使
用目的、等に応じて複数の部分範囲を決定してもよい。
【００１９】
　パッチ表示部２０５は、特徴量が属すと判断された部分範囲が互いに等しい複数（２つ
以上）のキャリブレーション用画像を表示装置３００に同時に表示させる。本実施例では
、部分範囲毎に、特徴量がその部分範囲に属すと判断された複数のキャリブレーション用
が同時に表示させられる。即ち、本実施例では、特徴量が属すと判断された部分範囲が互
いに異なる複数のキャリブレーション用画像は表示装置３００に同時に表示させられない
。
【００２０】
　校正部２０６は、パッチ画像の表示輝度と表示色の少なくとも一方を表す測定値である
キャリブレーション用測定値を、撮像装置４００から取得する。
　そして、校正部２０６は、取得したキャリブレーション用測定値に基づいて、表示装置
３００のキャリブレーションを実行する。キャリブレーションでは、例えば、表示装置の
表示特性を変更するために使用されるパラメータ値が決定（算出）され、決定されたパラ
メータ値が表示装置３００に反映される。
　なお、測定値を取得する処理は、校正部２０６とは異なる機能部によって行われてもよ
い。例えば、校正装置２００が、測定値を撮像装置４００から取得する取得部を有してい
てもよい。
【００２１】
　以下、図２を用いて、校正装置２００の動作について具体的に説明する。
　図２は、表示装置３００と撮像装置４００の配置の一例を示す図である。
　本実施例では、図２に示すように、撮像装置４００によって、表示装置３００の画面全
体が撮像される。そして、表示装置３００の画面に複数のパッチ画像が表示された状態で
得られた撮像装置４００の撮像結果に基づいて、キャリブレーションが実行される。
　図２の例では、表示装置３００が室内に配置されており、表示装置３００の周囲には壁
が存在する。
【００２２】
　まず、ユーザ操作により、目標値取得部２０１にキャリブレーションの目標値が入力さ
れる。本実施例では、以下の目標値が入力されたとする。以下の“目標輝度値”は、最大
階調値に対応する表示輝度の目標値である。
 
　目標輝度値：２００［ｃｄ／ｍ２］
　目標ガンマ値：２．２
 
【００２３】
　次に、パッチ特徴取得部２０３が、パッチ画像毎に、目標値取得部２０１で取得された
目標値と、パッチ階調値記憶部２０２に記録されたパッチ階調値（パッチ画像の階調値）
と、に基づいて、パッチ画像の表示輝度を推定する。
【００２４】
　本実施例では、階調値（画素値）が８ビットのＲＧＢ値であり、パッチ階調値記憶部２
０２に以下の表１に示す９つのパッチ階調値（９つのパッチ画像に対応する９つの階調値
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）が予め記録されている。
【表１】

 
　なお、表１は、パッチ画像の色が黒色、グレー色、または、白色である場合の例を示す
が、パッチ画像の色はこれらの色に限らない。例えば、パッチ画像の色は、赤色、緑色、
青色、黄色、紫色、等であってもよい。
　なお、画素値はＲＧＢ値に限らない。例えば、画素値はＹＣｂＣｒ値であってもよい。
また、画素値のビット数は８ビットより多くても少なくてもよい。
【００２５】
　そして、本実施例では、パッチ特徴取得部２０３が、以下の式１を用いてパッチ画像の
推定輝度値（表示輝度の推定値）が算出される。
 
　　推定輝度値＝目標輝度値×（パッチ階調値÷２５５）２．２　・・・（式１）
 
　式１を用いて各パッチ画像の推定輝度値を算出した結果を、以下の表２に示す。なお、
本実施例では、表示装置３００の黒色の表示輝度が０．１［ｃｄ／ｍ２］であるとする。
【表２】

 
　なお、表示輝度や表示色の推定方法は上記方法に限らない。例えば、パッチ画像のＲ値
、Ｇ値、及び、Ｂ値の間の強度比を算出し、強度比の算出結果に基づいてパッチ画像の表
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示輝度や表示色が推定されてもよい。
【００２６】
　次に、パッチ判断部２０４は、パッチ画像毎に、パッチ特徴取得部２０３で推定された
推定輝度値が複数の部分範囲（輝度カテゴリ）のいずれに属すかを判断する。そして、パ
ッチ判断部２０４は、パッチ画像毎に推定輝度値が属す輝度カテゴリを表す分類情報をパ
ッチ表示部２０５に出力する。
　本実施例では、推定輝度値が１０［ｃｄ／ｍ２］未満の輝度カテゴリ１、推定輝度値が
１０～８０［ｃｄ／ｍ２］の輝度カテゴリ２、及び、推定輝度値が８０［ｃｄ／ｍ２］以
上の輝度カテゴリ３の合計３つの輝度カテゴリが予め設定されている。そのため、推定輝
度値が属す輝度カテゴリの判断結果として、以下の表３に示す判断結果が得られる。
【表３】

　
　なお、部分範囲の幅は上記幅に限らない。また、部分範囲の数は３より多くても少なく
てもよい。
【００２７】
　そして、パッチ表示部２０５が、パッチ判断部２０４からの分類情報に基づいて複数の
パッチ画像が配置された画像データを生成し、生成した画像データを表示装置３００に出
力する。具体的には、パッチ表示部２０５は、輝度カテゴリ毎に、推定輝度値がその輝度
カテゴリに属すと判断された全てのパッチ画像が配置された画像データを生成し、生成し
た画像データを表示装置３００に出力する処理を行う。それにより、輝度カテゴリ毎に、
推定輝度値がその輝度カテゴリに属すと判断された全てのパッチ画像が、表示装置３００
の画面に同時に表示される。具体的には、図３に示すように、予め用意された９つのパッ
チ画像が、３回に分けて画面に表示される。
【００２８】
　本実施例では、パッチ表示部２０５の処理の実行中に、撮像装置４００による撮像が行
われる。具体的には、撮像装置４００は、輝度カテゴリ毎に撮像を行い、輝度カテゴリ毎
の撮像結果（撮像画像）を校正部２０６に出力する。
【００２９】
　次に、校正部２０６が、撮像装置４００が出力した撮像画像からパッチ測定値（パッチ
画像の測定値）を取得し、取得したパッチ測定値に基づいてキャリブレーションを実行す
る。具体的には、輝度カテゴリ毎に、撮像画像に写っている全てのパッチ画像の測定値が
取得される。そして、取得された全てのパッチ測定値を用いてキャリブレーションが実行
される。
【００３０】
　輝度の差が大きい複数のパッチ画像（例えば、階調値が２５５の高輝度パッチ画像と階



(12) JP 2015-158626 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

調値が０の低輝度パッチ画像）を画面に同時に表示すると、高輝度パッチ画像からの光が
表示装置３００周囲の壁に反射し、反射光が低輝度パッチ画像に照射されてしまう。その
結果、低輝度パッチ画像の表示輝度が反射光によって高められ、低輝度パッチ画像の測定
値に誤差が生じてしまう。色の差が大きい複数のパッチ画像を画面に表示した場合にも、
同様に誤差が生じてしまう。その結果、キャリブレーションの精度が低下してしまう。
【００３１】
　本実施例によれば、複数のキャリブレーション用画像のそれぞれについて、そのキャリ
ブレーション用画像の特徴量が、特徴量の取り得る範囲を構成する複数の部分範囲のうち
のいずれに属すかが判断される。そして、特徴量が属すと判断された部分範囲が互いに異
なる複数のキャリブレーション用画像が表示装置に同時に表示させられず、特徴量が属す
と判断された部分範囲が互いに等しい複数のキャリブレーション用画像が表示装置に同時
に表示させられる。その結果、特徴量が大きく異なる複数のキャリブレーション用画像が
表示装置に同時に表示されることを抑制することができるため、上述した誤差を低減する
ことができ、高精度にキャリブレーションを行うことができる。また、キャリブレーショ
ン用画像が表示装置に同時に表示されるため、キャリブレーション用画像の表示回数を低
減することができ、短時間でキャリブレーションを行うことができる。
【００３２】
　なお、本実施例では、予め用意された全てのキャリブレーション用画像の測定値を用い
てキャリブレーションを実行する例を説明したが、これに限らない。例えば、予め用意さ
れた複数のキャリブレーション用画像の一部の測定値を用いずにキャリブレーションが行
われてもよい。キャリブレーションに測定値が使用されないキャリブレーション用画像は
表示装置に表示されなくてもよい。例えば、１つの部分範囲を特定部分範囲として使用し
、特徴量が特定部分範囲以外の部分範囲に属すキャリブレーション用画像を表示装置に表
示させなくてもよい。そして、特徴量が特定部分範囲に属す複数のキャリブレーション用
画像を表示装置に同時に表示させ、特徴量が特定部分範囲に属す複数のキャリブレーショ
ン用画像の測定値に基づいてキャリブレーションが行われてもよい。
【００３３】
　なお、校正装置では以下の処理が行われてもよい。
　部分範囲の数を少なくすれば、キャリブレーションをより短時間で行うことができる。
しかしながら、部分範囲の数を少なくすると、反射光による誤差が大きい測定値が得られ
てしまうことがある。例えば、使用環境に依って誤差が大きい測定値が得られてしまうこ
とがある。部分範囲の数を多くすれば、測定値の誤差をより確実に低減することができる
が、キャリブレーションの処理時間が増してしまう。
　以下の処理によれば、測定値の誤差をより確実に低減し、キャリブレーションを短時間
で行うことができる。
【００３４】
　まず、複数の部分範囲として複数の第１部分範囲を用いて、パッチ画像の特徴量が属す
部分範囲を判断する判断処理、パッチ画像を表示装置に表示させる表示処理、及び、パッ
チ測定値を取得する取得処理が実行される。
　複数の第１部分範囲を用いた場合の表示処理では、特徴量が属すと判断された第１部分
範囲が互いに等しい複数の第１キャリブレーション用画像と第１階調値の画像とが、表示
装置に同時に表示させられる。
　また、複数の第１部分範囲を用いた場合の取得処理では、第１階調値の画像の測定値が
さらに取得される。第１階調値は特に限定されない。第１階調値は例えば０（黒色に対応
する階調値）である。なお、第１階調値の測定値は、パッチ測定値を取得する機能部とは
異なる機能部で取得されてもよい。例えば、校正装置２００が、第１階調値の測定値を取
得する第１取得部を有していてもよい。
【００３５】
　次に、複数の第１部分範囲の間の第１階調値の測定値のばらつき度合いが算出される。
なお、ばらつき度合いを算出する処理は、どの機能部で行われてもよい。校正装置が、ば



(13) JP 2015-158626 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

らつき度合いを算出する算出部を有していてもよい。
　そして、算出されたばらつき度合いが閾値以上か否かが判断される。なお、ばらつき度
合いが閾値以上か否かを判断する処理は、校正装置が、ばらつき度合いが閾値以上か否か
を判断する判断部を有していてもよい。また、ばらつき度合いと比較する閾値は、メーカ
ーによって予め定められた固定値であってもよいし、ユーザが変更可能な値であってもよ
い。
【００３６】
　算出されたばらつき度合いが閾値未満の場合には、複数の第１部分範囲を用いた場合の
取得処理で取得されたパッチ測定値を用いてキャリブレーションが実行される。
　算出されたばらつき度合いが閾値以上の場合には、複数の部分範囲として、特徴量の取
り得る範囲を構成し、且つ、複数の第１部分範囲よりも数が多い複数の第２部分範囲を用
いて、判断処理、制御処理、及び、取得処理が再度実行される。そして、複数の第２部分
範囲を用いた場合の取得処理で取得されたパッチ測定値を用いてキャリブレーションが実
行される。
【００３７】
　第１階調値の測定値のばらつき度合いが大きい場合には、反射光による誤差が大きい測
定値が得られている可能性が高い。上記処理によれば、そのような場合に、特徴量の取り
得る範囲をより細かく分割して得られる第２部分範囲が使用されるため、反射光による誤
差をより確実に低減することができる。また、第１階調値の測定値のばらつき度合いが小
さい場合には、第１部分範囲が使用されるため、常に第２部分範囲を使用する場合に比べ
て、キャリブレーションの処理時間を短縮することができる。
【００３８】
　なお、複数の第１部分範囲を用いた場合の制御処理では、複数の第１部分範囲の間で第
１階調値の画像の表示位置が互いに等しくなるように、第１階調値の画像が表示装置に表
示させられることが好ましい。それにより、上記ばらつき度合いとして、反射光による誤
差をより正確に表す値を得ることができる。
【００３９】
　なお、複数の第１部分範囲が使用される場合と複数の第２部分範囲が使用される場合と
で使用するキャリブレーション用画像が異なっていてもよい。例えば、複数の第１部分範
囲が使用される場合に、複数の第１キャリブレーション用画像が使用され、複数の第２部
分範囲が使用される場合に、複数の第１キャリブレーション用画像よりも数が多い複数の
第２キャリブレーション用画像が使用されてもよい。複数の第２部分範囲を使用する場合
には、同時に表示されるキャリブレーション用画像の数が減るため、複数の第２部分範囲
を使用する場合よりも多くのキャリブレーション用画像を同時に表示することができる。
このような構成によれば、複数の第２部分範囲を使用する場合のキャリブレーションの精
度をより高めることができる。複数の第２キャリブレーション用画像は、複数の第１キャ
リブレーション用画像を含んでいてもよいし、含まなくてもよい。
【００４０】
　＜実施例２＞
　以下、本発明の実施例２に係る校正装置及び校正方法について、図面を用いて説明する
。
　実施例１では、予め用意された複数のキャリブレーション用画像を複数回に分けて画面
に表示する処理を常に行う例を説明した。
　しかし、使用環境に依っては、反射光の影響が小さく、予め用意された全てのキャリブ
レーション用画像を同時に表示しても誤差が大きいキャリブレーション用測定値が得られ
ないことがある。
　本実施例では、反射光の影響が小さい場合に、予め用意された全てのキャリブレーショ
ン用画像を同時に表示する例を説明する。
　このような構成によれば、キャリブレーション用画像の表示回数をより低減できるため
、キャリブレーションの処理時間をより短縮することができる。
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【００４１】
　図４は、本実施例に係る校正システム５００の一例を示すブロック図である。図４にお
いて、実施例１（図１）と同じ機能部及び装置には同じ符号を付し、その説明は省略する
。
　図４に示すように、校正システム５００は、校正装置６００、表示装置３００、撮像装
置４００、等を有する。
　校正装置６００は、目標値取得部２０１、パッチ階調値記憶部２０２、パッチ特徴取得
部２０３、パッチ判断部６０４、パッチ表示部６０５、校正部２０６、影響判断部６０７
等を有する。
【００４２】
　パッチ表示部６０５は、キャリブレーション用画像の表示を開始する前に、第２階調値
の画像を表示装置３００に表示させる第１処理、及び、第２階調値の画像と第３階調値の
画像とを表示装置に同時に表示させる第２処理、を順に行う。キャリブレーション用画像
の表示方法は、実施例１に係るパッチ表示部２０５と同じである。
【００４３】
　影響判断部６０７は、第２階調値の画像の測定値を取得し、取得した測定値に基づいて
反射光の影響の有無を判断する。具体的には、影響判断部６０７は、第２処理で表示され
た第２階調値の測定値に対する第１処理で表示された第２階調値の測定値のずれ度合いが
閾値以下であるか否かを判断する。影響判断部６０７は、上記ずれ度合いが閾値より大き
い場合に、反射光の影響があると判断し、上記ずれ度合いが閾値以下である場合には、反
射光の影響が無いと判断する。影響判断部６０７は、反射光の影響の有無の判断結果をパ
ッチ判断部６０４に出力する。
　なお、第２階調値の測定値は、影響判断部６０７とは異なる機能部で取得されてもよい
。例えば、校正装置６００が、第２階調値の測定値を取得する第２取得部を有していても
よい。
　なお、ずれ度合いと比較する閾値は、メーカーによって予め定められた固定値であって
もよいし、ユーザが変更可能な値であってもよい。
【００４４】
　パッチ判断部６０４は、反射光の影響の有無の判断結果に基づいて分類情報を生成し、
生成した分類情報をパッチ表示部６０５に出力する。具体的には、反射光の影響があると
判断された場合には、実施例１と同様の方法で分類情報が生成される。反射光の影響が無
いと判断された場合には、予め用意された全てのグラフィック画像を同時に表示させるた
めの分類情報（予め用意された全てのグラフィック画像を１つの輝度カテゴリに対応付け
た分類情報）が生成される。
　そのため、反射光の影響があると判断された場合には、パッチ表示部６０５において、
実施例１と同様に、予め用意された複数のキャリブレーション用画像を複数回に分けて表
示装置３００に表示させる処理が行われる。そして、反射光の影響が無いと判断された場
合には、パッチ表示部６０５において、予め用意された全てのキャリブレーション用画像
を表示装置３００に同時に表示させる処理が行われる。
【００４５】
　以下、校正装置６００の動作について具体的に説明する。
　なお、実施例１と同様の動作については、説明を省略する。
　なお、本実施例では、実施例１と同じ９つのパッチ画像がキャリブレーションに使用さ
れるものとする。
【００４６】
　まず、パッチ表示部６０５は、キャリブレーション用画像の表示を開始する前に、第２
階調値の画像を表示装置３００に表示させる第１処理、及び、第２階調値の画像と第３階
調値の画像とを表示装置に同時に表示させる第２処理、を順に行う。
　なお、影響判断部６０７が、第１処理で表示する画像と第２処理で表示する画像とを生
成し、生成したそれらの画像をパッチ表示部６０５に出力してもよい。そして、パッチ表
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示部６０５が、影響判断部６０７から出力された画像を表示装置３００に表示させてもよ
い。
【００４７】
　本実施例では、第２階調値として黒色に対応する階調値０が使用され、第３階調値とし
て白色に対応する階調値２５５が使用される。具体的には、第１処理では図５（Ａ）に示
す画像が表示され、第２処理では図５（Ｂ）に示す画像が表示される。
　なお、第２階調値と第３階調値は上記値に限らない。第２階調値と第３階調値はどのよ
うな値であってもよい。但し、第３階調値は、反射光の影響がある場合に第２階調値の画
像の表示輝度により大きな変化をもたらす値であることが好ましい。そのため、第３階調
値は、第２階調値よりも大きいことが好ましい。換言すれば、第３階調値の画像は、第２
階調値の画像よりも明るいことが好ましい。第２階調値の画像よりも明るい画像を第３階
調値の画像として使用することにより、反射光の影響の有無を高精度に判断することがで
きる。また、第３階調値の画像の明るさから第２階調値の画像の明るさを減算した値が大
きいほど精度良く反射光の影響の有無を判断できる。そのため、第２階調値として黒色に
対応する階調値を使用し、第３階調値として白色に対応する階調値を使用すれば、非常に
高い精度で反射光の影響の有無を判断することができる。
　また、第１処理と第２処理で表示される画像は図５（Ａ），５（Ｂ）に示す画像に限ら
ない。例えば、図５（Ｂ）では、第３画素値の画像を囲むように第２画素値の画像が配置
されているが、第３画素値の画像と第２画素値の画像が左右方向に並べて配置されていて
もよい。
【００４８】
　本実施例では、第１処理及び第２処理の実行中に、撮像装置４００による撮像が行われ
る。そして、撮像装置４００は、第１処理の実行中に得た撮像画像（第１撮像画像）と、
第２処理の実行中に得た撮像画像（第２撮像画像）と、を影響判断部６０７に出力する。
【００４９】
　次に、影響判断部６０７が、撮像装置４００が出力した第１撮像画像から第１測定値を
取得し、撮像装置４００が出力した第２撮像画像から第２測定値を取得する。第１測定値
は、第１処理で表示された第２階調値の測定値であり、第２測定値は、第２処理で表示さ
れた第２階調値の測定値である。
【００５０】
　そして、影響判断部６０７は、取得した第１測定値と第２測定値に基づいて、反射光の
影響の有無を判断し、判断結果をパッチ判断部６０４に出力する。具体的には、影響判断
部６０７は、取得した第１測定値と第２測定値が以下の式２を満たすか否かを判断する。
式２において、“Ｌｕ_１”は第１測定値であり、“Ｌｕ_２”は第２測定値であり、“Ｌ
_Ｔｈ”は閾値である。第１測定値と第２測定値が式２を満たす場合には、反射光の影響
が無いと判断され、第１測定値と第２測定値が式２を満たさない場合には、反射光の影響
があると判断される。つまり、第１測定値Ｌｕ_１と第２測定値Ｌｕ_２が同等である場合
には反射光の影響が無いと判断される。そして、影響判断部６０７は、反射光の影響が無
いと判断した場合にフラグＦ１をパッチ判断部６０４に出力し、反射光の影響があると判
断した場合にフラグＦ２をパッチ判断部６０４に出力する。
 
　　｜（Ｌｕ_１―Ｌｕ_２）÷Ｌｕ_２｜×１００≦Ｔｈ　・・・（式２）
 
【００５１】
　次に、パッチ判断部６０４が、影響判断部６０７から出力されたフラグに基づいて分類
情報を生成し、生成した分類情報をパッチ表示部６０５に出力する。
　具体的には、パッチ判断部６０４は、フラグＦ１を受信した場合に、９つ全てのパッチ
画像を同時に表示させるための分類情報を生成する。
　また、パッチ判断部６０４は、フラグＦ２を受信した場合に、実施例１と同様に、９つ
パッチ画像を３回に分けて表示させるための分類情報を生成する。
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　なお、分類情報を生成する処理の前に、実施例１と同様に、目標値を取得する処理、及
び、特徴量を取得する処理が行われる。
【００５２】
　そして、パッチ表示部６０５が、パッチ判断部６０４からの分類情報に基づいて複数の
パッチ画像が配置された画像データを生成し、生成した画像データを表示装置３００に出
力する。その結果、影響判断部６０７からフラグＦ１が出力された場合には、図６に示す
ように、９つの全てのパッチ画像が画面に同時に表示される。影響判断部６０７からフラ
グＦ２が出力された場合には、実施例１（図３）と同様に、９つのパッチ画像が３回に分
けて表示される。
　パッチ画像が表示された後、実施例１と同様に、画面を撮像する処理、パッチ測定値を
取得する処理、及び、キャリブレーションの実行が行われる。
【００５３】
　以上述べたように、本実施例によれば、反射光の影響の有無が判断され、反射光の影響
が無いと判断された場合に、予め用意された全てのキャリブレーション用画像が同時に表
示される。それにより、キャリブレーション用画像の表示回数をより低減できるため、キ
ャリブレーションの処理時間をより短縮することができる。
【００５４】
　＜実施例３＞
　以下、本発明の実施例３に係る校正装置及び校正方法について、図面を用いて説明する
。
　本実施例では、実施例１，２よりも高精度なキャリブレーションを行うことのできる例
を説明する。
【００５５】
　図７は、本実施例に係る校正システム７００の一例を示すブロック図である。図７にお
いて、実施例１，２（図１，４）と同じ機能部及び装置には同じ符号を付し、その説明は
省略する。
　図７に示すように、校正システム７００は、校正装置８００、表示装置３００、撮像装
置４００、等を有する。
　校正装置８００は、目標値取得部２０１、パッチ階調値記憶部２０２、パッチ特徴取得
部２０３、パッチ判断部６０４、パッチ表示部８０５、校正部２０６、影響判断部６０７
、パッチ面積決定部８０８、等を有する。
　なお、図７は、実施例２（図４）の校正装置にパッチ面積決定部８０８を追加した例を
示しているが、実施例１（図１）の校正装置にパッチ面積決定部８０８を追加してもよい
。
【００５６】
　パッチ面積決定部８０８は、パッチ判断部６０４から分類情報を取得し、パッチ特徴取
得部２０３からパッチ画像の推定輝度値を取得する。そして、パッチ面積決定部８０８は
、取得した分類情報と推定輝度値に基づいて各パッチ画像の面積を決定し、決定した面積
を表す面積情報をパッチ表示部８０５に出力する。具体的には、パッチ面積決定部８０８
は、同時に表示させる複数のパッチ画像の間で、パッチ画像の輝度にパッチ画像の面積を
乗算した値が互いに等しくなるように、各パッチ画像の面積（表示面積）を決定する。以
後、パッチ画像の輝度にパッチ画像の面積を乗算した値を“面輝度”と記載する。
　また、パッチ面積決定部８０８は、取得した分類情報もパッチ表示部８０５に出力する
。
　なお、パッチ画像の面積を決定する際に、推定輝度値ではなく、パッチ画像の階調値や
その代表値が使用されてもよい。例えば、パッチ画像のＲＧＢ値から算出したＹ値（ＹＣ
ｂＣｒ値のＹ値）やその代表値が使用されてもよい。
【００５７】
　本実施例では、パッチ面積決定部８０８は、部分範囲毎に、特徴量がその部分範囲に属
すと判断された各パッチ画像の面積を、以下の式３を用いて算出する。式３において、“
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Ｓ（ｎ）”は階調値ｎのパッチ画像の面積Ｓであり、“Ｌ”は面輝度であり、“Ｐｒｅ＿
Ｌｕ（ｎ）”は階調値ｎのパッチ画像の推定輝度値Ｐｒｅ＿Ｌｕである。面輝度Ｌは、メ
ーカーによって予め定められた固定値であってもよいし、ユーザが変更可能な値であって
もよい。また、校正装置８００が、表示装置３００の設置環境、使用目的、等に応じて面
輝度Ｌを決定してもよい。本実施例では、面輝度Ｌが１．０であるものとする。
 
　　Ｓ（ｎ）＝Ｌ÷Ｐｒｅ＿Ｌｕ　・・・（式３）
 
【００５８】
　そして、パッチ面積決定部８０８は、以下の式４を用いて、面積Ｓから面積比率Ｓ＿ｒ
ａｔｉｏを算出する。その後、パッチ面積決定部８０８は、分類情報と各パッチ画像の面
積比率Ｓ＿ｒａｔｉｏとをパッチ表示部８０５に出力する。面積比率Ｓ＿ｒａｔｉｏ（ｎ
）は、階調値ｎのパッチ画像の面積比率Ｓ＿ｒａｔｉｏであり、特徴量が属すと判断され
た部分範囲が互いに等しい全てのパッチ画像の面積Ｓの総和に対するパッチ画像の面積Ｓ
（ｎ）の割合である。式４を用いた場合、面積比率Ｓ＿ｒａｔｉｏとして、最大値が１０
０になるように規格化された値が得られる。
【数１】

 
　なお、面積と推定輝度値との対応関係を表すテーブルを用いてパッチ画像の面積が決定
されてもよいし、面積比率と推定輝度値との対応関係を表すテーブルを用いてパッチ画像
の面積が決定されてもよい。
【００５９】
　実施例１で示した表３に示す分類情報と推定輝度値が取得された場合、部分範囲である
輝度カテゴリ１については、以下の表４に示す面積Ｓと面積比率Ｓ＿ｒａｔｉｏが得られ
る。
【表４】

 
【００６０】
　パッチ表示部８０５は、パッチ画像の輝度が高いほど小さい面積でパッチ画像が表示さ
れるように、属すと判断された部分範囲が互いに等しい複数のパッチ画像を表示装置３０
０に同時に表示させる。具体的には、パッチ画像がパッチ面積決定部８０８で決定された
面積で表示されるように、属すと判断された部分範囲が互いに等しい複数のパッチ画像を
表示装置３００に同時に表示させる。本実施例では、パッチ面積決定部８０８で決定され
た面積比率Ｓ＿ｒａｔｉｏで複数のパッチ画像（属すと判断された部分範囲が互いに等し
い複数のパッチ画像）を並べた画像が画面に表示させられる。その結果、図８に示すよう
に、属すと判断された部分範囲が互いに等しい複数のパッチ画像が、パッチ画像の輝度が
高いほど小さい面積で表示される。
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【００６１】
　キャリブレーション用画像の面積が小さいほど、そのキャリブレーション用画像が他の
キャリブレーション用画像の表示輝度に与える影響は小さい。また、キャリブレーション
用画像からの距離が遠いほど、そのキャリブレーション用画像から受ける影響は小さい。
　本実施例によれば、属すと判断された部分範囲が互いに等しい複数のキャリブレーショ
ン用画像が、キャリブレーション用画像の輝度が高いほど小さい面積で表示される。即ち
、他のキャリブレーション用画像の表示輝度に与える影響が大きい高輝度なキャリブレー
ション用画像が、低輝度なキャリブレーション用画像よりも小さい面積で表示される。
　それにより、高輝度なキャリブレーション用画像が他のキャリブレーション用画像の表
示輝度に与える影響を低減することができ、キャリブレーションの精度をより高めること
ができる。
　また、低輝度なキャリブレーション用画像の測定値を取得する取得位置として、高輝度
なキャリブレーション用画像からより遠い位置を設定することが可能となる。そのため、
低輝度なキャリブレーション用画像の測定値として、より誤差の小さい測定値を得ること
ができ、キャリブレーションの精度をより高めることができる。
【００６２】
　なお、実施例１～３において得られる効果は、上述したものだけではない。
　一般に、撮像装置は内蔵されている撮像素子の飽和特性、ノイズレベル、等の種々の特
性の影響から、被写体の輝度毎に最適な露光時間が異なる。
　実施例１～３によれば、部分範囲毎に、特徴量がその部分範囲に属すと判断された複数
のキャリブレーション用画像が表示装置に同時に表示される。それにより、表示輝度が大
きく異なる複数のキャリブレーション用画像が表示装置に同時に表示されることを抑制す
ることができ、表示輝度が同程度の複数のキャリブレーション用画像を表示装置に同時に
表示することができる。そして、部分範囲毎に適切な露光時間を選択することができ、撮
像装置のダイナミックレンジを有効活用することができる。
【００６３】
　＜その他の実施例＞
　記憶装置に記録されたプログラムを読み込み実行することで前述した実施例の機能を実
現するシステムや装置のコンピュータ（又はＣＰＵ、ＭＰＵ等のデバイス）によっても、
本発明を実施することができる。また、例えば、記憶装置に記録されたプログラムを読み
込み実行することで前述した実施例の機能を実現するシステムや装置のコンピュータによ
って実行されるステップからなる方法によっても、本発明を実施することができる。この
目的のために、上記プログラムは、例えば、ネットワークを通じて、又は、上記記憶装置
となり得る様々なタイプの記録媒体（つまり、非一時的にデータを保持するコンピュータ
読取可能な記録媒体）から、上記コンピュータに提供される。したがって、上記コンピュ
ータ（ＣＰＵ、ＭＰＵ等のデバイスを含む）、上記方法、上記プログラム（プログラムコ
ード、プログラムプロダクトを含む）、上記プログラムを非一時的に保持するコンピュー
タ読取可能な記録媒体は、いずれも本発明の範疇に含まれる。
【符号の説明】
【００６４】
　２００，６００，８００：校正装置　２０４，６０４：パッチ判断部　２０５，６０５
，８０５：パッチ表示部　２０６：校正部
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